
都道府県名 宮 城 県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 仙台市立人来田中学校

学 年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数

学級数 ２ ２ ２ ０ ６
１５

生徒数 ５９ ６９ ７２ ０ ２００

Ⅱ 研究の概要

１．研究主題

「確かな学力」の向上をめざした，個に応じた指導方法・指導体制の工夫改善

２．研究内容と方法

(1) 実施学年・教科

１年生数学（抽象概念の世界が広がることにより，理解度に大きく差が出始める
学年であるため）

２年生数学（昨年度までの生徒の実態から生徒の理解状況に合わせた授業展開に
ついて研究するため）

３年生数学（昨年度までの生徒の実態から生徒の理解状況に合わせた授業展開に
ついて研究するため）

１年生理科（実験や計算を必要とする分野でＴＴ，少人数が効果的だと考えた）
２年生理科（実験や計算を必要とする分野でＴＴ，少人数が効果的だと考えた）
３年生理科（実験や計算を必要とする分野でＴＴ，少人数が効果的だと考えた）
１年生英語（英語の基礎学力を重点的に指導し定着を図るため）
２年生英語（コミュニケーション能力を身につけさせる授業を充実させるため）
３年生英語（学習上の質問に答えやすくしきめ細かな学習を行うため）

(2) 年次ごとの計画

○ テーマ
平 少人数指導についての研究構想を作成するのに効果的な指導方法の工夫
成 改善を行う
14 ○ 研究の見通し（仮説）
年 少人数指導やワークシートなどの教具の開発及びその有効な活用は「確
度 かな学力」の育成に効果があるであろう

また学習ガイダンス体制の充実やポートフォリオの活用は学習のサイク
ルを身につけさせ 「生きる力」の向上に効果があるであろう，

○ 研究の内容・方法
・各教科で有効な学習集団編成と指導方法を研究し，指導上の課題を明
確にする。

， ，・学習ガイダンス体制を検討・試行し 学習意欲の高揚を図るとともに
体系的で自然な学習の流れプロセスを探る。
・学習に効果的な教具，教材（ワークシートなど）を用意し，円滑な学
習活動を工夫することにより知識の定着を図る。
＊少人数指導については，習熟度別クラス編成やコース分けを基本とし
ているが，次の原則を設けて授業を計画している。
・学習能力によるクラス編成は行わない。
・どのクラスやコースにおいても単位時間でのゴールは同じにする。



平 ○ テーマ
成 少人数指導や教具の活用を年間指導計画に構造的に位置付ける
15 ○ 研究の見通し
年 平成１４年度に同じ（３年間の継続研究とした）
度 ○ 研究の内容・方法

研究対象とする特定学年において，単一学級内コース分け （１学級二，
） ， ，分割 や２学級三分割 ＴＴなど１４年度に試みた実践の検証を踏まえ

年間の指導計画への位置づけを行い実践，検証を行う。なお，少人数指
導においては単純等分割だけでなく，習熟度別学習集団など学習内容や
学習活動に応じて工夫する。
また，アンケートや数値データをもとに研究の効果を検証しさらに改善
を試みる。また，評価計画を完成し年間計画に盛り込み，指導，評価，
ガイダンスの体系化を図る。

平 ○ テーマ
成 ・少人数指導カリキュラムを作成するとともに教具，個別シートの工夫
16 改善を行う。
年 ・ノート作成，家庭学習など学習習慣を定着させるための教育環境的視
度 点からの研究を行う。

・表現力を向上させるための取組を工夫する。
○ 研究の見通し

平成１４年度に同じ（３年間の継続研究とした）
○ 研究の内容・方法

これまでの実践，検証の結果や校内での諸条件（教員数 ，年間計画を）
もとにカリキュラムとして完成する （評価と補助簿・到達度テスト，。
学習ガイダンス，少人数指導計画，時間割上での一体化）
個別シート，教材ユニットの充実を図り一斉・少人数/教科・選択/個別
学習ガイダンスを通してカリキュラム化していく。

(3) 研究推進体制

校長

↓

教頭

↓

教育課程 小 路

↓ ↓

評価担当Ｇ 学力向上・支援Ｇ

・定期テスト ○櫻井 渡邊 少人数指導 ○渋谷
・学習相談 大宮司 指導形態 門脇
・補助簿 柳橋 → 研究推進委員会 →ワークシート 菅原
・処理，評定 加賀山 ・各部研究のとりま 選択教科 中堤
・通信票 千田 とめ 学習相談 北村
説明文書 ・構想，計画 四ノ宮

職員会議



Ⅲ 平成１５年度の研究成果及び今後の課題

１．研究の成果

○アンケートの結果から
・少人数を実施した３年生での受けとめは 「とてもよい」７２％（内訳： わ， 「
かりやすい」５５％ 「楽しい」２３％ 「力がついた」２１％）であった。， ，
・少人数やTTによって授業が活性化し，話し合いの場面，質問する回数，手
を上げる回数が増え，授業の中身が濃くなった等の声が大きい。
・少人数やTTともに，生徒の受けとめは１年であまり変わらないが，５３％
で，２・３年ほど習熟度の効果・期待が大きいことがわかった。
・全体的には少人数指導を行った結果，自分の学習の結果が「よい方向に向か
っている」と感じている生徒が８０％近くであり，生徒に学習意欲や学力の
向上において良好な影響が与えていると考えている。なお，学力測定のため
のテストとして昨年度「ＮＲＴ（全国標準学力検査 」を実施したが，校内）
事情により第２回目は本年２月に現３年生，６月に新１～３年生を対象とし
て行われる予定である。そのため現段階では対照となるデータはもう少し，
時期を待たないと得られない。詳しい数値データによる分析は次年度はじめ
に行いたい。

２．今後の課題

① 本校は１学年２クラスという小規模校であり，教員数も少なくほとんどの教
科（理，数，英以外）で全学年の授業を１人で指導を担当している。したが
って，少人数指導など特殊な学習形態での授業は行いにくい。次年度は，何
とか工夫して， なるべく多くの教員や教科が少人数指導などにたずさわれ
るようにしたい。

② 少人数指導の授業編成を行う際に，生徒が設置された各コースの内容，を理
解し的確なコース選択を行わない場合も多く，教師側の意図に沿わない学習集団
編成になる場合も多い。次年度は，事前のガイダンス等をより時間をかけ て行
いよりよいコース編成ができるよう工夫していきたい。
③ 少人数クラス間での評価，評定の整合について（クラス間で異なったワーク
シートを用いる場合や授業の展開が異なる場合のチェックの方法など）判断が
難しいときがあり，適切で簡潔な方法を思案中である。

④ 学力向上に向けた取組が，どの程度有効に作用したかを客観的に探る方法を
見つけることが，課題となっている。現在，定期考査やＮＲＴ等の諸検査の推

移やアンケート結果などが主な検証の材料であるが，その合理性や妥当性などに
ついてさらなる検討が求められる。

Ⅳ 学力把握のための学校としての取組

① アンケートによる実態調査
全校生徒を対象にアンケートを実施し次のことがらを調査した。
・少人数指導やＴＴなど学力向上に向けた取組について
・生徒の学習に対する意識や各教科に対する意識あるいは学習意欲
・成績，評価等に対することがら

② ＮＲＴ学力調査
ＮＲＴを実施し本校生徒の集団としての学力や生徒個々の学力の推移を調査

した。
① 校内テストによる学力調査

校内定期テスト（中間テスト，期末テスト，実力テスト）で生徒個々の得点
の推移や教科ごとの学力を調査している



Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

＜研究会の開催実績及び予定＞
１ 開催実績
①「人来田中学校授業研究会」
日 時 平成１６年５月２１日（水）１３時３０分～１６時３０分
場 所 仙台市立人来田中学校
対 象 学力向上フロンティア校，近隣校，本校職員
目 的 数学等少人数指導を実施している教科の授業提供を行い，学力向

上に向けた本校の取組を紹介し，情報提供を行うとともに指導主
事及び，参会者からの指導助言を受け一層充実した研究活動を目
指す。

②「人来田中学校校内研修会（教育講演会 」）
（テーマ「認知心理学から見た学習のメカニズム」講師 西林克彦 宮教大）
日 時 平成１５年７月２９日（火）９：００～１１：００
場 所 仙台市立人来田中学校（会議室）
対 象 本校職員
目 的 「学習」の意味や科学的見地からの知識獲得，学習意欲の高揚のメ

カニズムを学び，本校における今後の研究活動をより効果的に行い
学力向上を一層推進する。

③「学校訪問（指導案事前検討会 」）
日 時 平成１５年１１月１１日（火）１４：００～１６：３０
場 所 仙台市立人来田中学校
対 象 指導主事，本校職員
目 的 下記④「授業研究会」での研究授業の内容や指導案，本校の取組

について，指導主事の指導助言をもとに検討し改善を図る。
④「授業研究中間発表会」
日 時 平成１５年１１月２６日（水）
場 所 仙台市立人来田中学校
対 象 指導主事，本校職員，フロンティア校，近隣校，名取市研究主任会
目 的 数学，理科等少人数指導を実施している教科の授業提供を行い，

学力向上に向けた本校の取組を紹介し，情報提供を行うとともに指
導主事を始め，参加各位のご指導を受け一層充実した研究活動を目
指す。

２ 開催予定
「学校公開（学力向上に向けた取組 」）
日時 平成１６年１１月２５日（木）
場所 仙台市立人来田中学校
対象 指導主事，本校職員，小学校，中学校

会の目的 小人数指導をはじめとする本校での学力向上に向けた様々
な取組を紹介し学力向上に向けた本校の取組を紹介し，研究最終年度
としての情報提供を行うとともに指導主事を始め，参加各位のご指導
を受け一層充実した研究活動を目指す。

３ フロンティアティーチャーとしての研究の成果普及活動実績又は予定
①フロンティアティーチャーとしての活動実績

現在のところ本校においてはフロンティアティーチャーは活動の準備
をしている段階であり，他校への普及活動はまだ行っていない。次年
度は，教育センター学力向上支援班や他のフロンティア校との連携の

。もとに近隣校その他の学校に積極的に活動を展開したいと考えている



◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ３学級以下 ４～６学級
７～９学級 １０～１２学級
１３～１５学級 １６学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導
その他

【研究教科】 国語 社会 数学 理科
外国語 音楽 美術 技術・家庭
保健体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無


	Ⅰ 学校の概要
	Ⅱ 研究の概要
	Ⅲ 平成１５年度の研究成果及び今後の課題
	Ⅳ 学力把握のための学校としての取組
	Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

